
里山さんぽ 「真夏のチョウ観察」 
                            2023.8.27 

観察した蝶 
モンキアゲハ・ヤマトシジミ・ヒメアカタ

テハ・キタキチョウ・キタテハ・ヒメウラ

ナミジャノメ・アオスジアゲハ・アゲハ・

キアゲハ・ツバメシジミ・イチモンジセセ

リ・キマダラセセリ・コチャバネセセリ・

スジグロシロチョウ・ウラギンシジミ・コ

ミスジ・モンキチョウ・アカボシゴマダラ

ルリシジミ・ダイミョウセセリ・ベニシジ

ミ・ナガサキアゲハ・カラスアゲハ・クロ

アゲハ・ジャコウアゲハ・ジャコウアゲハ

卵・アオスジアゲハ卵・アカボシゴマダラ

幼虫・クロコノマチョウ幼虫・ダイミョウ

セセリ幼虫・ダイミョウセセリ蛹 

 

里山さんぽ・真夏のチョウ観察」が 8 月 27 日(日)、広町緑地で行われ、25 名が参加し

ました。 

参加者は解説を聞きながら、チョウ観察を楽しみました。 
 暑くて飛んでいるチョウ（暑いときはチョウは休んでいる）は少なかったのですが、よ

く観察すると葉上などに止まっているのが見られ、25 種のチョウと 2 種の卵、3 種の幼

虫、1 種の蛹が観察できました。 
 黒いアゲハが飛んでいると「何アゲハですか」の声、また、オニドコロ（食草）の葉上 
に付いていた蛹を見て「初めて見ました」の多くの声が聞こえてきました。私も数年ぶり

に見る珍しい蛹でした。 
 観察が終わったあと、「広町はたくさんのチョウがいる自然豊かなすてきな場所です

ね。」と東京から参加された方が言っていました。 
 

   
ヒメアカタテハ ヤマトシジミ ヒメウラナミジャノメ 

   
アオスジアゲハ卵 クロコノマチョウ幼虫 ダイミョウセセリ蛹 

（文・責 上村） 


